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3 年連続受賞！ 

[宮下どろんこ保育園＋つむぎ×TSUMUGI CAFE＋ちきんえっぐ] 

2019 年度グッドデザイン賞を受賞しました！ 
～中目黒どろんこ保育園（2017）、一宮どろんこ保育園（2018）に続き 3 園目～ 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人どろんこ会（本社：東京都渋谷区、理事長：安永愛香、以下「どろんこ会」）の宮下どろんこ保育園＋つむぎ×TSUMUGI 

CAFE＋ちきんえっぐ（千葉県君津市）が「公共の建築・空間」において 2019 年度グッドデザイン賞を受賞。2017 年度の中目黒どろんこ保育

園（東京都目黒区）、2018 年度 一宮どろんこ保育園（千葉県長生郡）に続き、3 年連続の受賞となります。 

 

【概要】 

公立保育園民営化として、2018年4月開園した宮下どろんこ保育園。園舎内には保育園の他に児童発達支援事業所「発達支援つむぎ」、

TSUMUGI CAFE、地域子育て支援室（ちきんえっぐ）を併設しています。どろんこ会グループでは、異年齢保育・インクルーシブ保育を実施。育

つ環境を分けるのではなく、全ての大人が全ての子どもを育てる保育に取り組み、子どもたちが「育ち合う環境」を実現しています。また発達支援室

の隣には TSUMUGI CAFE を併設。この空間は地域子育て支援室（ちきんえっぐ）としての役割も担っており、保育園、発達支援事業所の利

用者だけでなく、地域の人たちも気軽に立ち寄り交流ができます。地域社会への参加・包括（インクルージョン）の考えを具現化する取組みを行っ

ています。 

 

【審査委員の評価】※審査員による評価ポイント 

保育園と児童発達支援施設、そしてカフェを併設した施設。既成の遊具を置かず雑木林、築山、畑の広がる北側の園庭に向けて大きく張り出

した軒が内外の心地の良い中間領域を作り出している。この軒下で食事を食べる様子や、園庭、軒下、室内とひと続きの場所として自由に行き

来して遊ぶ様子など、内外が緩やかにつなげられているのがよくわかる。内外をつなげる提案は多いが、その中で大げさな操作もなく自然に実現して

いる好例となっている。 

■グループ概要 

名称 どろんこ会グループ（社会福祉法人どろんこ会、株式会社ゴーエスト、株式会社日本福祉総合研究所） 

代表者 安永愛香、高堀雄一郎 

設立 1998 年（平成 10 年）6 月 

本社所在地 東京都渋谷区渋谷 1－2－5 MFPR 渋谷ビル 13F 

事業内容 認可保育所、企業内・院内保育所、学童保育室、病後児保育室 地域子育て支援センター、児童発達支援センターなどの運営 

施設数 135 施設（2019 年 4 月時点予定）※グループ法人含む 

職員数 約 2000 人 ※グループ法人含む 

ホームページ https://www.doronko.jp/ 

【報道関係お問い合わせ先】 どろんこ会グループ 広報：諸我、大渕  

TEL：03-5766-8059 Email：koho@doronko.biz 

https://www.doronko./

